
 
 
 

LUZ の熊野古道案内 

 

2009 年 6 月 上 

               6 月 1 日 ～ 15 日 
 
 

je2luz.exblog.jp  
 

 

目次 

２００９年 ６月 

 
6 月 １日 ６月になりました 
6 月 ２日 梅雨 梅が実る時 
6 月 ３日 看板に偽りが・・・ 
6 月 ４日 日本人の持つイメージ 杉並木 
6 月 ５日 田舎の子 1 石垣は登るもの 
6 月 ６日 田舎の子 2   肥後の守 
6 月 ７日 月例 広報くまの ６月号 
6 月 ８日 町の入れ替わり 廃屋 
6 月 ９日 国鉄紀南線の本が出るそうな・・・矢の川峠 
6 月１０日 熊野のドライブイン 1 磯甚 
 
 

 



2009 年  06 月  01 日  

熊野の旅 ６月になりました  

 沖縄や奄美は梅雨に入っているようです。 
 このところこの辺も走り梅雨と言うくらいのぐずついた天気が続いていました。 

 
 「６月」と言えば「水無月」ですね。 
 今の６月がとても「水無月」ではありませんが、旧暦だと今日はまだ五月九日なの

です。本来のこうした季節に関わるような言葉は旧暦時代のものですから今の新暦で

は合わないですね。 

 
 ６月は今の日本人にとっては『梅雨』の季節でじめじめしているし、傘を持ち歩か

なければならないし、おまけに前の月「五月」に遊んでしまっているし…更に更に、

来月になると『夏休みになるし…おまけにその次は『お盆』があるし… 
 などということで、旅に出る気分にならないようです。 
 どうしてもとなると、「梅雨が無い」とされている「北海道」へ足が向かうようで

すね。 
 それと、もうすぐ梅雨のあける「沖縄」とかですね。 

 
 逆に言うと、この時期の本土は宿泊設備にしても、道中にしてもオフシーズンと言

うことなのでは無いでしょうか？ 
 日ごろの行いの良い人なら、お天道様が迎えてくれるでしょうし、６月だからと言

って毎日降っている訳では無いですからね。 

  
 山の中を通る『熊野古道』は石畳のところが多いです。 
 「中仙道」のような立派な整備された石畳ではなく、自然石を少し加工した程度の

石畳です。 
 そうした石は、乾ききった時より濡れている方が趣があります。 
 京都の庭園の庭石などもそうなのです。 



 大物のプロのカメラマンの中には、庭石や飛び石に水をかけて濡れた状態にして写

真を撮ったといわれます。 
 それに、梅雨時になると山の中の石には『苔』が生えてきます。 
 これまた、趣があっていいものですよ。 
 日本人は『苔』が好きで、わざわざ京都まで出かけて『西方寺・苔寺』へ行きます

し、趣味の園芸では『コケ玉』なんてのも作るのですからね。 
 熊野の山では、この季節、「苔」も「羊歯」も「元気はつらつ！」です。 

  
 雨に濡れた木々の葉っぱもこの季節が一番綺麗です。 
 少し、新緑の面影の残った枝の先にある葉っぱで光る水玉なんて良い物ですよ。 
 写真のような景色が、水玉の中で逆立ちして見えるはずです。 
 ピント合わせも注目点移動も自由自在な肉眼ならではの美しい景色が見えると思

います。 

 
 尾鷲には何だか民宿？のような宿泊所も出来たとか新聞に載っていましたよ。 
 一日一組限定、一人４０００円（素泊まり）でお安く…だそうです。 
 ４０００円素泊まりは日本では安いのでしょうね。 
 だから、東南アジアとの競合で苦しいのですけどね。 
 でも、建物の改装費や償却を言えばそれくらい無いと赤字になりますね。 

 
 私の家も山の中では無いけど、足場としては最高の場所ですし、駐車場はあるし・・・ 
 定年制あり、性別制限あり、写真選考あり…で、宿泊所でもしましょうかね？ 
 こちらの選考に合格すれば、長期滞在も可能…てことでいかがでしょうか？ 
 定年オーバー、性別制限違反の場合は写真選考抜きにする代わり、料金が４倍くら

い、一泊のみと言うことですが… 
            by je2luz | 2009-06-01 11:22    

 

 

 

 

2009 年  06 月  02 日  

熊野の旅 梅雨 梅が実る時  

 梅雨は『梅の雨』と当て字するように梅の実が『熟す頃』です。 
 日本中の田舎では今から梅の実の収穫が始まります。 
 ちゃんとした梅を採るには畑に植えますが、昔の人は庭木に梅を植えてその実も収

穫しましたし、梅の産地で無い限り良い畑なんかには梅は植えませんでした。 
 梅は「木」です、それも横に広がる癖のある枝振りの木ですから、場所もとります。

だから、山際の小さな段々畑を作って植えていました。 
 ものすごく大切な食料ですから、少しでも土地のある人は育てたのです。 
 本当に『梅干だけ…』なんて食生活もあったのですからね。 
 今のように「紀州梅」、「本場南部の梅干」なんてくそ高いものではなく、自家製の



安い梅干を食べていたのです。 
 何時から梅干があんなに高くなっちゃったのでしょうね？ 
 南部や南部川に『梅御殿』が建つようになったのは随分前ですね。 
 「産地形成」、「特産品造り」に成功したまさに先進地です。 
 私が視察させてもらった頃の『南部町』には『梅課』がありました。 
 同じ紀州でうらやましい限りと言った感じでしたが… 
 『梅農家にはなりたくない…』ほど大変だし、何より、『梅農家からは嫁に貰いた

くない…』と思いましたね。 

 
 『梅』の収穫はこの『梅雨』に入る頃の短い時期に行います。 
 『みかん』は何ヶ月もかけてゆっくり収穫しますが、梅は粒が大きくなってから黄

色くなってしまうまでの時間が短いのです。 
 それに、黄色くなるとバラバラと勝手に落ちてしまいます。 
 だから、南部のような梅の産地ともなると、梅農家は地元に居る本人や跡取りはも

ちろん、近在に嫁にやった…いや、国内どこであろうと嫁にやった先の娘は当然とし

て「婿殿」も嫁と共に里帰りして梅採りに参加しなくてはならないそうです。 
 まあ、『梅課長』の説明ですから少々オーバーかもしれませんが、それに近いので

しょうね。 

 
 熊野古道の里道脇の段々畑などには「梅の木」がよく植わっています。 
 ちょうど今は「青梅」の時期です。 
 『鈴なり』と言う言葉がありますが、豊作の時の梅は、まさに『鈴なり』になりま

す。 
 成り過ぎて葉っぱとのバランスが悪く木を傷める事があるほどです。 

 
 少し黄色くなりかけた梅はそのまま食べるとおいしいものです。 
 青い梅はすごく酸っぱいです。梅干の酸っぱさはお酢で味を付けたのではなくこの

梅の酸ですからね。 
 まっ黄色になると、少し発酵臭がしてかなり甘いです。 
 青梅の種には猛毒の『青酸』が含まれているそうです。 
 小さな頃は「青梅」はよく食べましたが、『種は食べるな…』と言われていました。 
 でも、梅干になってからの種は割って中味を食べましたね。 

 
 そうそう… 
 青梅はほんの少し『塩』を付けるとうんとおいしくなります。 
 道端の梅の木から青梅を失敬してはいけませんけど… 
 熊野の辺りの郷道の梅は自家用で消毒などの管理が出来ていないものがほとんど

です。 
 ぽつぽつ点々があったり…商品価値の低いものが多いのです。 
 でも、生で食べるには適していますよ… 
 決して、『窃盗』をそそのかしている訳ではありません。 

 



 かつて、熊野市でも梅の産地化なんて動きもあったのです。 
 あの棘だらけの梅の木の剪定、消毒、死に物狂いの収穫、梅干漬け込みの作業…全

部大変です。 
 せっかく漬けても、産地で無いところの悲しさ…特価品扱いが続きます。 
 さらに、剪定や消毒をサボった梅が混じると、『梅干』ではなく『梅肉』の原料と

して『１トンなんぼ』の成り下がります。 
 下がると益々手入れはしなくなる… 
 かくして、」梅の木は一杯残ったけど、採る人さえ居ないという畑もあります。 
 最近では『採る人』ではなく『盗る人』も居なくなってきたようです。 

 

カメラは フジか ST605N+フジノン 50ｍｍ 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ  松本峠      by je2luz | 2009-06-02 11:26 



2009 年  06 月  03 日  

熊野の旅 看板に偽りが・・・  

 

 この看板、松本峠の木本側入り口に設置されたものです。 
 どうやら、仮設の看板のようですが、親切なものです。 
 中年のご婦人の多い、『熊野古道ウォーカー』にとっては、トイレの心配は大きな

ものですからね。 
 私が子供の頃のおばやん（おばちゃん）だと、道端で立ちションをする人も居たの

ですけどねえ…最近では小さな女の子でも道端でオシッコをしなくなりましたから、

「公衆トイレ」は観光地の必需品になっています。 
 昭和２０年代までならこうした公共の公衆トイレのし尿も近隣の農家の人には有

難い肥料になったのでしょうけど、今でははた迷惑な浄化槽の排水で設置が結構大変

なのです。 
 ヨーロッパでは「トイレは有料」と言う習慣がありましたが、日本では「はばかり

は拝借するもの」でしたから、肥料に使わない現代では結構物入りなのです。 

 
 写真を撮ってきて、PC に取り込んで…回転して縮小して…よく見たら… 
 この看板は裏向いて設置されています。 
 この看板は木本から松本峠を越えて大泊に抜けようとする人が見るように立てら

れています。 
 書いてある親切な「次のトイレ」が「今来た道」なのです。 
 「熊野市駅」と「花の窟」の公衆トイレまでの距離ですね。 
 この看板を見ながら山道に向かうとすれば・・・ 
 「大泊公衆トイレまで 1Km」「大泊駅公衆トイレまで 2.5Km」が本当でしょうね。 

 
 と、言う訳で、立てたときから裏向きなのか、板が外れたかなんかで、親切な人が

親切に直したのか・・・ 



 『看板に偽りあり』の見本です。 

 
 まだ、トイレの案内でよかったですね。漫画に出てくるように、山の中の分岐点で

看板を廻したのだったら… 
 紀州の山も結構深いです。 
 山菜取りで迷って遭難し、お亡くなりになった人も居るくらいです。 
 「松本峠」や「大吹峠」は小さな峠を一つ越すだけですから山奥に迷い込む心配は

無いですけどね。 

  
 熊野古道は曲りなりにでも『街道』です。 
 さらに、『世界遺産』に指定されてからはきちんと整備されてきています。 
 観光コースになっている『熊野古道』で草むらを分けて通るなんてところは今のと

ころ無いはずです。 
 例えいたずら看板があっても、おかしな道には入り込まないでくださいね。 
 でも、他の観光地のように、「観光客の後を付いてゆけば…」と、言うわけには行

かないのが『熊野古道』なのです。 
 何しろ、そんなに人が歩いていませんからね。 
 迷いかけたら…自信が無くなったら… 
 じっくり座り込んで旅人が通るのを待ってください。 
 １５分か小１時間もすれば足音が聞こえると思いますからね。 
 運が悪ければあくる日かもしれません。 

  
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ         by je2luz | 2009-06-03 10:33 

 

 

 

 

 

2009 年  06 月  04 日  

熊野の旅 日本人の持つイメージ 杉並木  

 箱根の山は 天下の剣 ・・・・ 
 ・・・・・・ 
 昼なお暗き 杉の並木 ・・・ 

 
 これが日本人の『街道』『山道』に対して抱いているイメージの典型でしょう。 
 他にも、日光街道の『杉並木』とかもありますしね。 
 「高野山」「永平寺」「比叡山」「身延山」・・・どの総本山でも山寺はうっそうとし

た杉木立の中に鎮座していますしね。 
 杉木立の天にそびえる木々と、空を覆い尽くした枝の下のひんやりした薄暗さと、

渡る風もはるか上空で葉を揺するだけと言う静けさが、一種独特の神々しいような雰

囲気を作り出しますからね。 



 
 一転して、平で明るい平野や海岸に出るとそのイメージは『松並木』に変わります。 
 東海道の松並木などもほんの少し今でも残されていますが、「水戸黄門」でも「暴

れん坊将軍」時代劇ではこの松並木が好んで背景に使います。 
 ただ…地道沿いに残ったところが無いので、どのシーンも松のある海岸を歩かせて

いますね。 
 あとは、水田の脇の道… 

 
 これをあわせたのが『街道』なのです。 
 『中辺路』だろうと『伊勢道』だろうと、日本中の街道は同じようなものだったわ

けです。 
 幹線になる「五街道」とか言われるものは、古くからどんどん整備され、道幅も広

く作られていたようですが、うんと古くに開かれても物流とかに関係しなかった街道

はそう立派なものにはならなかったようです。 
 足で歩く人間は、狭くても良いし、階段でも良かったですからね。 
 このような日本人の持つイメージ…原風景…からでしょう。 
 『熊野古道』の周りはうっそうとした林が理想とされ、人の手を入れることを規制

しています。 
 １００％人工林ですら、伐採をさせないでおこうなんて考えるわけです。 
 人々の営みがあったからこそ残されてきた「古き道」のはずなんですけどね。 
 ほんの数年前までは、観光客どころか学者でさえ見向きもしなかった『里道』・『峠

道』なのですけどねえ… 

 
 この写真は熊野市の『松本峠』の脇の立木を伐採した跡地です。 
 近年の材木不況で跡地の植林が出来ないことが多いのですが、ここも本来ならこの

春に植林されるはずがどうも植えられていないようです。 
 自然更新で雑木山に戻すとすれば随分年数が掛かります。 
 雑木山にするにしても、人間が手を貸してやら無いことには… 
 普通の人の見る『自然』は人が育てた、人と自然が折り合った形の『自然』なので



すからね。 

 
Tags:熊野古道 七里御浜 モノクロ       by je2luz | 2009-06-04 12:06 

 

 

 

 

2009 年  06 月  05 日  

熊野の旅 田舎の子 1 石垣は登るもの  

 私は田舎の市、「熊野市」のその又田舎の「飛鳥町」で中学まで育ちました。 
 そういう意味では『完璧な田舎の子』です。 
 それでも、自分の目で見ると、当時の映画に出て来る東北とかの子供たちよりはも

う少し「イナカッペ」ではないと思っていました。 
 でも、「ずーずー弁」ではないというだけで、よその人が聞くと日本語離れしてい

る昔の『飛鳥弁』でしゃべっていたわけです。 
 『あのにゃー』 
 「なんじゃら」 
 『われはにゃー、たいがいにせーよ！』 
 「なんでじゃら」 
 『きんのうもわるさしたじゃろぎゃー』 
 「しやせんわー」 
 『ぶちわったろかー』 
 ・・・・ 
 これから先はまさに猫の喧嘩です。 
 これでも『飛鳥町小阪』の言葉なので少しは日本語に近いのです。 
 これが、隣のもっと田舎の『飛鳥町大又』などに行くと、もっと不可解な言葉が入

ってきます。 
 まして、海岸線の陸の孤島『磯崎』や『新鹿』となると外国語並みです。 
 と、いう風に、自分の住んでいるところの言葉を標準によその言葉が変だと思うの

です。 
 何しろ、『伊勢街道』を越えて『熊野詣』に来る関東からの人を『かんとべえ』と

昔は呼んだのだそうです。 
 『いくべえか』 
 『そうすべえ…』 
 などというので、『関東・べえ』になったのでしょうね。 
 沼津の辺りの人は余り来なかったのでしょうかねえ？ 
 来ていたら、『ぬまづずら』と呼ばれたでしょうね。 
 そう言えば、子供の頃、『ちゃって』とあだ名の付いた大人の人が居ました。 
 これは多分…標準語かぶれで…『しちゃった』『やっちゃってさー』などといって

たのでしょうね。 
 転校生がからかわれるのもこうしたちょっとした言葉の違いでしたからね。 
 今の子はずいぶん訛りが減りました。 



 これは学校教育ではなくテレビのせいでしょうね。 
 でも、余計も変な『標準語』が耳につきます。 

 
 そして。田舎の子の遊びの一つに、「石垣登り」がありました。 
 自然石の「から積み」ですから、どこでも登れます。 
 石垣の草を刈るためにところどころに足場用の石を突き出して積んである親切な

石垣までありました。 
 今では金を払ってコンクリートに壁に手掛り足がかりを付けた所で大の大人が遊

んでいるようですけどね。 
 昔の田舎の子はこれくらいしか遊びは無かったですからね。 
 石垣で飽き足らないと山に入って岩をよじ登ったりしました。 

 
 むかし、修学旅行で「熊本城」に行ったとき、何てこと無い石垣の前で、『この石

垣は忍者返しになっていますから・・・』などと、しょうもない説明をするので、ち

ょいちょいと登って叱られました。 
 大学時代の合宿の途中でも「小諸城」に立ち寄った時もガイドさんが「この石垣

は・・・・・・」と始めたので友人とすいすいと登って、説明が終わったときには石

垣の上からガイドさんを冷やかしていました。 
 一緒に登ったやつも田舎育ちでしたけどね。 

  
 上に槍を持ったり刀を持った守備隊が居たら登れませんが、誰も居なかったらほと

んどの石垣は田舎育ちの子供や若者なら登れましたね。 
 これも、今の子供には出来ないことなのでしょう。 
 だいいち、『ガキ』が居なくなって『不良』になっちゃってますからねえ・・・ 

 
Tags:昭和 熊野市 モノクロ         by je2luz | 2009-06-05 12:00 



2009 年  06 月  06 日  

熊野の旅 田舎の子 2   肥後の守  

 「田舎の子」と言うより、「昭和の子」と言った方が私の子供の頃を表すには合っ

ているのかも知れません。 
 結構人口の多かった筑豊の町などの子供も土門拳さんの写真などでは私たち以上

に「田舎っぺ」に見えましたからね。 
 何しろ、東京にもまだ『浮浪児』なんてものが残っているし、『ルンペン』なんて

ハイカラな名前の乞食が居たのですからね。 
 日本は半世紀前には今で言う『ホームレス』が当たり前の国だったのです。 
 ほんの少しの間だけ、世界の中でうまく立ち回って浮かれていただけのようです。 
 その間に、「田舎の子」が減ってしまって、「都会の子」でもない「中途半端な子」

が増えていったようです。 
 今じゃあ、田舎で育っても木登りも出来ず、素手で魚を捕まえることも知らず、蝗

を焼いて食べることも知らず、山芋の見つけ方も掘り方も知らず…サバイバル術など

まるで身についていない人間ばかりになってしまっています。 
 『昭和前半分』の田舎の子供なら、ノコギリ一丁もあれば雨露をしのぐ屋根くらい

は作れるように育ちました。 
 「サバイバルナイフ」なんて大層なものが無くても、「肥後守」で何でも作れまし

た。 

 
 子供が学校指定の「水泳場」にしか降りなくなり、竹細工など作って遊ばなくなっ

たし、大人も川原や山の竹などを使わなくなったし、洗濯にも川を使わなくなってか

ら、川へ降りる道や裏山に入る道が消えていっています。 
 田舎の生活が、山と川に支えられていたものだったのに、今では山と川に押しつぶ

されそうになってきています。 
 かろうじて自分たちの周りだけに人の手の入った空間を確保している有様です。 
 昔、１５歳以下が３００人ほど居た、私の育った熊野市飛鳥町小阪地区でも、今で

は５０人居るのでしょうかね。 
 これじゃあ、遊びまわって草原に踏みしめた道を作るところには行きませんね。 

 
 百姓さんが牛を飼っていたのはその頃までです。 
 牛が居るから、家の近くの川原や里山は『草刈り場』として定期的に刈り取られ、

牛の好きな「すすき」や「あざみ」などが生えた草むらでした。 
 川原の草地は牛の放牧に使われ、牛が綺麗に草を食べてくれました。 
 この里地を綺麗にする動物も居なくなりました。 
 牛小屋の臭いとハエがなくなった代わりに、里地が荒れてゆきましたね。 

 
 かくして、昭和までの「手入れされた田舎」がどんどん姿を消しました。 
 同じように、「鼻をたらした田舎の子」もどんどん居なくなりました。 



 

 昭和３２年（1957）熊野市立飛鳥中学校…この二人も飛鳥を離れてよそに住んで

います。 
 『平凡』『明星』が若い衆の愛読書だった時代です。 
 テレビの時代ではなくラジオの時代ですから、芸能ニュースはその二つだったわけ

です。 
 レコードがＳＰからＥＰに変わる頃だったのでしょうかね。 

 
カメラは オリンパス３５Ｓ1.9 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2009-06-06 11:42 

 

 

 

 

2009 年  06 月  07 日  

熊野の旅 月例 広報くまの ６月号  

 今月も配られてきました。『広報くまの』…もう６月号です。 
 今月は、明るいニュースも… 
 人口動態の数字が上向です。 
 と、言っても、先月のものすごいマイナスをゆり戻しただけです。 
 『近大高専』の卒業生で減った分を、入学生で取り戻した訳です。取り戻せるだけ、

今年も無事に『高専』の入学があったと言うことです。めでたいことです。 
 ここの高専も随分前から生徒集めで苦労しています。 
 今から半世紀ほど前に鳴り物入りで登場した「国立高専」や「私立高専」も今じゃ

あ生徒募集で苦労しているようです。 
 近大高専（熊野高専）はこんな田舎にあるのでなおさら苦労するようです。 
 でも、何とか閉校されずに生き残っては居ます。 



 
 人のうごき 

 
  人口   20.511  （+72） 
   男    9.553   （+68） 
   女   10.958   （+4） 

 
  世帯数 10.051   （+74） 

 
 ご覧の通り、人口の動きと世帯数のうごきがほぼぴったりですから、高専の生徒さ

んだと推測できます。 
 なにしろ、単身で赴任してくる新卒を採用するような工場・企業が無いので推測し

よいです。 
 どっちにしても減ってばかりでなく増える月があったと言うことは良いことです。 

 
 この『近大高専』は『近畿大学』の系列校ですから５年生卒業で成績が優秀であれ

ば、『近大工学部』に編入の道があります。３年生への編入のはずですから、余り遠

回りではないわけです。私立の高専ですから公立高校よりは授業料は高いですが、寮

もあります。 
 ご子息、お知り合いで中学生の方が居られましたらいかがですか？ 
 不良化も田舎なので可能性は低いですよ。 
 そうそう・・・ 
 今は、女子も受け入れています。 
 ものすごく数が少ないようですから、大切にされると思います。 
 ぜひおいでください。 
 お子さんを熊野に送り込んでおけば、５年間の間に様子を身がてら『熊野古道』を

かなりの部分歩けると思いますよ。 
 我ながら良いアイデアだと思いますがねえ・・・ 
 （２０１１年名張の方へ引越しが決定したようです） 

 
Tags:熊野市 モノクロ    近大高専        by je2luz | 2009-06-07 11:32  



2009 年  06 月  08 日  

熊野の旅 町の入れ替わり 廃屋  

 町と言う物はある意味では生き物のようなもので、生まれて、少しずつ成長し、中

にはどでかくなるものもあり、中にはすぐに消える物もあります。 
 そして、時の流れで中心が移動し、建物も細胞が入れ替わるように同じ場所で建て

替えがあって入れ替わってゆきます。 
 しかし、町の活力がなくなって老齢化してくるとその新陳代謝が活発ではなくなり、

建物が無くなった跡に新しい物が建てられなくなります。 
 まさに人間の体の老化のようなものです。 
 時々、行政などがカンフル剤的な施策を施しますが、『よる年波には勝てず…』の

場合が多いです。 

 
 大都会でも、中心街の移動で古い商店街などがシャッター街になり再生不能になっ

ているところがあります。 
 バブルの時でさえ再開発が無かった場所も多いのです。 
 それが、新しく開けた商店街の意外にそばだったりします。 

 
 大都会でさえそうなのですから、田舎では人口構成の老齢化以上に町の機能低下が

深刻です。 
 『櫛の歯を欠くように…』などと言いますが、もはや欠け過ぎて『櫛』の用を果た

さなくなってきたところも多いです。 
 もともと、「櫛の目」の荒い荒梳きの櫛のようだった、山間部や海岸線の集落では、

最早、それが『櫛』…『集落』だと通りすがりの人が思わないような有様です。 
 カメラマニアの中には『廃墟』大好き族が居ますが、工場やホテルなどの廃墟と違

い、生活の場の廃墟は『絵』にすることもためらわれる雰囲気があるときもあります。 
 私の守備範囲にも沢山の廃墟・廃屋がありますが、『廃校』、『廃坑』など以外は余

りカメラを向けません。 
 『絵』のはなるのですけどね。 
 その家の住民の事を書く事のできる廃屋も沢山あります。 
 でも、荒れた廃屋の写真と共には思い出したくないですからね。 
 一緒に遊んだ仲間の家だったり、柿を盗んで叱られた家だったり・・・ 

  
 熊野古道の脇には余り民家はありませんし、廃屋も少ないですが、もし、通りかか

りに廃屋があっても入り込まないでくださいね。 
 最後に住んだ人の生活の形そのままで荒れてきていますから… 
 都会の、住民が引っ越した空き家とは違います。 
 時が来て取り壊されるまで、そっとしておいてやってください。 



 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ       by je2luz | 2009-06-08 11:29 | 

 

 

 

 

2009 年  06 月  09 日  

熊野の旅 国鉄紀南線の本が出るそうな・・・矢の川峠  

 今年は紀勢本線全通５０周年記念とかで、イベントなども計画されているようです。 
 陸の孤島といわれていた紀伊木本と尾鷲の間に汽車が通るようになり、鉄道が紀伊

半島を取り巻いたわけですから明るい話でしたからね。 
 私も高校受験のときには連絡バスで『紀伊木本駅』から尾鷲まで 42Ｋｍを２時間

４０分かけて矢ノ川峠越えで行き、そこから 蒸気機関車の引っ張る「汽車」で相可

口経由で亀山・名古屋と乗り継いで上京したのです。 
 一体何時間掛かったのか覚えていません。 
 東海道本線もまだ「急行」が主だった時代ですからね。 
 田舎っぺの中学生がよく一人で行けた物です。 
 で…受験は失敗して地元木本高校に行ったのですけどね。 
 その二年半あとの高校三年の時、予備校の夏期講習で上京した時は、『紀伊木本駅』

から改称した『熊野市駅』からジーゼルの引っ張る夜行列車で東京直行だったと思い

ます。『相可口』も『多気』に変わっていましたし… 
 熊野、新宮から東京、名古屋に向かう時には、この『紀勢本線全通』はものすごく

役立ったのです。 
 東京が随分近くなりました。 

 
 昭和３４年（1959）７月１５日…これがその全通した日です。 
 そして、その日が『国鉄紀南線』と言うバス路線が連絡バスとしての使命を終えた

日です。 
 その後も高校生に通学バスとしての役割で長年の間、熊野市の一番奥の集落、『大



又大久保』までの路線は維持されていましたが、『矢ノ川峠』と言う難所を通らなく

てもよくなった代わりに、小さなローカルバス路線になってしまいました。 
 昭和３４年７月号までの時刻表では『紀勢東線』と『紀勢西線』の間の連絡バスと

してきちんと乗っていたのですが、８月からは大きな時刻表以外には載らなくなって

しまったのです。 

  
 その縮小に伴い、沢山居た運転手さんや車掌さんの配置転換になりそれを機会に退

職して行った人も多かったようです。 
 日の当たる、『紀勢本線全通５０周年』の陰になりがちな、『国鉄紀南線廃止５０年』

の記念行事として紀南線を偲ぶ本が出版されるようです。 
 意外と残されていない紀南線の様子の一齣として、私が中学の時に矢ノ川峠峠の茶

屋を撮ったスナップも使ってもらえるようです。 
 紀南線を取り上げた映画『道』と言う物も上映されるようです。 
 ７月１５日 16：30 開場 開演 17：00 場所は熊野市民会館です。 
 14～18 日には資料の展示も市民会館のホールでやっているそうです。 

 
 この路線を越えたことのあるのは、もう、老人の領域に入った人ばかりですね。 
 何しろ、５０年ですからね。 
 そして、地元に残って居られる、元運転手さんも元車掌さんも当然のように年を召

されております。 
 私も半年だけは飛鳥から高校までバス通学したのです。 
 制服に身を包んだ車掌さんには結構綺麗なお姉さまも居たのですけどねえ… 
 当時はワンマンなんてのは「吉田茂首相」のニックネームでバスになんかそんなの

無かったですからね。 
 「都バス」でも車掌さんが居ましたからね。 

  
 国鉄紀南線の様子が分かる映画は、この『道』しか無いようです。 
 こんな映画はここでこうして上映される以外にはありえないでしょうから、もし、

『国鉄紀南線』に思い出のある方はぜひ見に来て下さい。 

 



 これは昭和３２年秋ですね。 
 熊野市立飛鳥中学校修学旅行です。 
 矢ノ川峠の茶店前ですね。 
 今でも、アマチュア無線の移動では「熊野市」「尾鷲市」の両方の移動運用ができ

るので登ります。 
 広場は今も同じですが、茶店も無いし、まして後ろの『ハイヤー』なんて看板はあ

りません。この看板は多分「尾鷲ハイヤー」なんだと思います。『タクシー』ではな

く「ハイヤー」と言うのも時代を感じさせます。 
 小さなバスで、尚且つ、ホイールベースをうんと短くした物です。後ろのオーバー

ハングがものすごく大きいですが、乗り心地よりは急カーブを曲がることが優先され

た車体です。 
 『つばめ』のマークも今となっては懐かしい物です。 

 
 そうそう… 
 このまっすぐ後ろ辺りに『富士山』が見えるのです。 
 年に数回くらいのことですけどね。 

 
カメラは オリンパス３５Ｓ1.9  by je2luz | 2009-06-09 11:39 | 

 

 

 

 

2009 年  06 月  10 日  

熊野の旅 熊野のドライブイン 1 磯甚  

 私は基本的には外食をしません。 
 ことに近年は仕事もしませんから外で食べることも無いです。 
 だから、最近の熊野市の食堂事情には少しばかり疎いです。 
 食堂も昔に比べ随分入れ替わったようで、入ったことの無い店もちょこちょこでき

ているようです。 
 でも、近年開店する店は、こんな田舎でも「今様」のちょいと気の利いた風な店を

目指しているような感じがしますね。 
 ガラガラ…と、ガラス戸を開けて入るような店ができるはずも無いですけどね。 
 でも、ちょいと気の利いた風の店って、旅先では入りにくいものですよね。 
 得体が知れないですからね。 

  
 今の旅行者が好んで入るのは『チェーン店』か『高速道路のレストラン』です。 
 両方とも、金太郎飴的に『安心して入れる』からで、おいしいからとかではないよ

うです。 
 おまけに、最近は探す手間も掛からないし取材もしよいので、コスト削減したテレ

ビ局が『サービスエリア』をヨイショヨイショと持ち上げますしね。 

 



 でも、『熊野古道歩き』に来ると、そんな物はどこにもありません。 
 『ガスト』無ければ『王将』も…。よその人が聞いたり見たり、テレビで宣伝して

いる食い物屋など「ハンバーガー店」以外にはありません。 
 まさに、未知の味覚ゾーンが 200Ｋｍほど続きます。 
 幹線国道を走って、これほど長く、聞いたことの無い店しかないところはほとんど

無いでしょうね。 
 貴重ですよ。 

 
 で… 
 手探りなので、コンビニ弁当の方が安心なので、そちらで済ませる人がすごく多い

ですね。 
 かつては、地元の弁当屋なんてのもやる人が居たのですが、よその人は 100％と言

ってよいほど、そうした名も知らぬ店では「おにぎり」すら買ってくれません。 
 まあ、だから観光は地域振興にもならないのですけどね。 
 昔は「チェーン店」なんて無くて、どこの観光地でも『食堂』『うどん』『大衆食堂』

『レストラン』などという看板の店が並んでいて、運任せのような感じでお客さんは

暖簾をくぐってくれたのですけどね。 
 私が旅をしたころはそんな時代でしたが、確かに『外れクジ』がほとんどでしたね。 
 それが重なって、観光客の地元店離れを起こしたのかもしれません。 

 
 でも、名物を食べたりするには少しのはずれを覚悟ででも地元の店に入るしか無い

でしょう。 

 
 と言うことで… 
 熊野の名物が、ほぼ何時でも食べられるドライブインを紹介します。 

 

 
 『磯甚』と言う店です。 



 場所は熊野市大泊町・国道４２号線大泊バイパスの清滝側、佐田坂上り口です。 
 上り尾鷲・名古屋方向に向かう車だと、「泊の滝・清滝」が見えるバイパスの橋を

渡りきったところ左で目立っています。 
 下り熊野市街・新宮向きの時は少し見づらいですが、坂を下りきる手前です。反対

車線になりますが、交通量も少ないですから右折して簡単に入れると思います。 
 駐車スペースは１０台余りなのでしょうかね。そんなに混むことはありません。 
 ここは昔から『さんま寿司』と『さば寿司』をやっています。 

 

 レジ横のショーケースの中にはこのように「サンマ寿司」「さば寿司」「生節」など

が並べられています。 
 売り切れごめんですけどね。 
 メニューの方はこんな感じで、裏側にもあります。 
 まあ、昔ながらのドライブインメニューで、昔ながらの親父さんとおかみさんで切

り盛りされています。 
 熊野古道歩きのルートからは少し外れていますが、車で移動するときにはこの前を

通らずに熊野市に出入りはできないところです。 
 一枚目似の写真の背景にあるのが「清滝」で水量のあるときの姿はすごくきれいな

物です。 
 下のＧｏｏｇｌｅの地図では『清滝』のマークを入れてあります。『磯甚』もそこ

になります。  

 
Tags:熊野の味 国道４２号線 熊野古道        by je2luz | 2009-06-10 12:40 


